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　第二に評価されるのは、町家の日常生活の各場面でごく普通に用いられてきた大量の語彙 ･ 語法 ･ 表現
データが集積され、現在すでに使われなくなった、あるいは失われつつある語彙・語法・表現も多数採録さ
れ、今後再び得ることの出来ない貴重な情報を多く含む精緻な論考になっている点である。今後の京都語研
究、明治以降の国語史研究に必須の基礎的文献であり、資料的な価値がきわめて高いといえる。さらに、そ
の分類記述手法は京言葉の使用実態を反映するように配慮されていて、町家の生活や様々な人間関係のもと
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でそこに生きた人々の言葉遣いが生き生きと記録されている。即ち、言語の地域的・社会的な断面を鮮やか
に記述することに成功しているといえるが、これも特筆されねばならない。
　第三には、第七部で展開されている近世後期上方語の待遇表現・形式の研究を基点とした近世後期上方語
と現代の京都語とを繋ぐものとして、氏が調査し収集した大量の京言葉が実証的に位置づけられている点も
高く評価されなければならない。
　以上、言語史学並びに社会言語学両面にわたって手堅く精緻な記述と分析が認められる優れた研究という
ことが出来る。もちろん、本論文のような実証主義的研究手法の常として、資料的制約から積極的な主張が
避けられた箇所も散見する。しかし、それこそが後進に残された課題であり、本論文の価値を損なうもので
は決してない。
　本論文の審査委員三名は、論文の審査、並びに2017年２月10日に行われた公開論文発表会、口頭試問の結
果、学位申請論文『明治三〇年代生まれ話者による町家の京言葉 付 近世後期上方語の待遇表現』が「博士（言
語学）」の学位を受けるに十分に値すると判断するものである。
